別紙参考



未来へつなぐ森づくり　～林業はSDG'sに貢献～


　





近年激化する気象災害により各地で水害が発生し多くの人命・財産が飲み込まれている。その要因を森林伐採(皆伐)にあるようにとらえた報道までなされた。


　


相続未登記などの影響で所有者不明となる山林も増え、また、所有者はわかっていてもその無知・無関心によって管理されない森林の存在、皆伐後の未植栽問題、獣害など様々な問題を抱えている現在の林業。一方で数年来増えつつあるバイオマス発電の原料としての需要やCLTなどを活用した都市デザインの木質化、製紙会社などが開発を進めるナノセルロース技術や林野庁などが取り組む改質リグニンなど、木材に対する期待も大きい。





さらには限りなく国際商品化された木材業界を襲った今年のウッドショックをうけ、ハウスメーカーの一部は国産構造材利用増へシフトしようとしているなど明るい未来も見える。





　そのような情勢の中で林政は、林業イノベーションを掲げ林業経営のICT化、林業機械のAI化、エリートツリーの開発など既知感の林業から未来の林業への進化を示し導こうとしている。しかし、これはあくまで技術的な問題の解消であり、問題の解決のためには、意識の昂揚も重要である。林業で目指すべきSDG'sそこに示されるフロー図はまさに自伐林家のなかにもともと語り継がれてきたものである。


　


我々林研グループは日本中の中山間地域でそれぞれの地域の山を、自然を担ってきた。今後どのように考え進んでいくべきかを語り合う時期に来ているのではないだろうか。


　


今、まさに林業は大きな分岐点にある。











